
　

樋
口
愛
子
先
生
は
、
白
梅
学
園
を
今
日
の
姿
に
創
り
上
げ
た
最
大

の
貢
献
者
の
お
一
人
で
あ
る
。

　

樋
口
先
生
の
白
梅
学
園
と
の
関
わ
り
は
、
す
で
に
お
生
ま
れ
に
な

る
と
き
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

白
梅
学
園
の
前
身
で
あ
る

東
京
家
庭
学
園
と
の
深
い
関
わ
り

　

樋
口
先
生
は
、
一
九
一
一（
明
治
44
）年
に
、
当
時
万
朝
報
の
記
者

で
あ
り
、
後
に
白
梅
学
園
の
前
身
で
あ
る「
東
京
家
庭
学
園
」を
創
立

さ
れ
た
小
松
謙
助
氏
の
長
女
と
し
て
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
。

　

樋
口
先
生
が
14
歳
の
と
き
、
父
小
松
謙
助
氏
は
、
自
ら
創
設

し
た
財
団
法
人「
社
会
教
育
協
会
」の
常
任
理
事
に
就
任
さ
れ
た
。

一
九
二
五（
大
正
14
）年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
協
会
の
会
長
は

阪
谷
芳
郎
男
爵
、
理
事
長
は
穂
積
重
遠
博
士
で
あ
っ
た
。
社
会
教
育

協
会
は
、
国
家
社
会
の
将
来
を
担
う
青
少
年
の
知
育
、
人
格
の
高
揚

の
た
め
に
は
、
そ
れ
を
政
府
の
手
に
の
み
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
国

家
社
会
の
前
途
を
思
う
者
達
が
等
し
く
寄
与
す
る
問
題
で
あ
る
、
と

い
う
理
念
に
基
づ
い
て
創
ら
れ
、「
官
民
協
力
し
て
、
我
が
国
家
社

会
の
中
堅
と
な
る
べ
き
人
々
の
知
能
の
啓
発
、
人
格
の
向
上
に
貢

白
梅
学
園
の
先
駆
者
た
ち
⑭

心
理
学
科
教
授　

荻
野
七
重

樋
口
愛
子
先
生

　

―

文
化
の
薫
り
高
い
愛
情
あ
ふ
れ
る
教
育
者―

フルートとめずらしい着物姿の
故樋口愛子学長（1960頃）
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献
」す
る
こ
と
を
本
願
と
し
て
い
る
。
小
松
謙
助
氏
は
、
一
九
四
五

年（
昭
和
20
）に
、
穂
積
理
事
長
辞
任
の
後
を
継
い
で
こ
の
協
会
の

理
事
長
に
就
任
し
て
い
る
。
社
会
教
育
協
会
の
活
動
と
そ
の
歴
史
に

は
、
多
く
の
高
名
な
学
者
、
政
治
家
、
活
動
家
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

樋
口
愛
子
先
生
ご
自
身
が
こ
の
協
会
に
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
後
に
同
協
会
が
設
立
し
た「
東
京
家
庭
学
園
」の
開
設
か
ら
で

あ
る
。

　

東
京
家
庭
学
園
は
、
穂
積
重
遠
理
事
長
を
学
園
長
と
し
て
、

一
九
四
二（
昭
和
17
）年
三
月
に
東
京
府
知
事
の
認
可
を
得
て
創
設
さ

れ
た
。
資
料
に
よ
れ
ば
、
そ
の
学
則
第
一
条
に「
貞
淑
純
良
ナ
ル
婦

徳
ヲ
涵
養
シ
母
性
ノ
聡
明
ヲ
培
ヒ
将
来
主
婦
ト
シ
テ
家
庭
生
活
ニ
必

要
ナ
ル
精
神
的
科
学
的
教
養
ヲ
授
ケ
実
際
的
技
能
を
十
分
ニ
修
得
セ

シ
メ
真
個
ノ
日
本
婦
人
ヲ
練
成
ス
ル
」と
学
園
の
目
標
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。
聡
明
な
家
庭
婦
人
を
養
成
し
よ
う
と
い
う
こ
の
目
的
は
、

時
代
の
背
景
を
考
慮
し
な
い
と
、
今
日
の
私
た
ち
に
と
っ
て
は
か
な

り
の
違
和
感
を
覚
え
る
が
、
実
際
に
は
穂
積
学
園
長
の
下
で
教
養
主

義
的
な
理
念
に
基
づ
く
リ
ベ
ラ
ル
な
教
育
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
を
関

係
者
の
証
言
や
記
録
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
家
庭
学
園
二

期
生
の
栗
田
道
子
氏
は
こ
の
学
園
を
、「
新
発
足
の
希
望
に
燃
え
て
、

師
と
生
徒
が
一
体
と
な
っ
た
理
想
の
学
園
が
あ
の
暗
い
時
代
を
背
景

に
誕
生
し
た
と
言
う
こ
と
は
、
奇
蹟
の
様
な
気
さ
え
致
し
ま
す
」と

書
い
て
お
ら
れ
る
が
、
ま
さ
に
白
梅
学
園
の
今
日
に
繋
が
る
原
点
を

垣
間
見
る
思
い
で
あ
る
。
こ
の
教
職
員
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
、樋
口（
旧

姓
小
松
）愛
子
先
生
の
お
名
前
が
あ
る
。
ま
だ
お
若
か
っ
た
も
の
の
、

先
生
は
学
園
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
あ
り
、
現
在
も
歌
い
続
け
ら
れ

て
い
る
学
園
歌
の
制
定
に
も
貢
献
さ
れ
た
。
担
当
科
目
は「
音
楽
及

心
理
│
小
松
愛
子
」で
あ
っ
た
。

教
育
者
と
し
て
の
出
発
点
は
心
理
学
と
音
楽

　

な
ぜ「
音
楽
及
心
理
」な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ま
で
の
樋
口
先
生

の
ご
経
歴
を
学
歴
を
中
心
に
概
観
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

後
に
、
保
育
士
養
成
等
で
も
、
音
楽
・
芸
術
を
重
視
さ
れ
た
淵
源
を

こ
の
樋
口
先
生
の
ご
経
歴
の
中
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
九
一
七（
大
正
6
）年　

東
京
神
田
錦
華
小
学
校
に
入
学
。
七
月

に
小
石
川
林
町
小
学
校
に
転
校
。

一
九
一
八（
大
正
7
）年　

東
京
府
立
女
子
師
範
学
校
附
属
小
学
校

（
現
東
京
学
芸
大
学
附
属
竹
早
小
学
校
）に
転
入
学
。

一
九
二
三（
大
正
12
）年　

東
京
女
子
附
属
小
学
校
を
卒
業
し
東
京

府
立
第
二
高
等
女
学
校（
現
竹
早
高
等
学
校
）に
入
学（
こ

の
年
九
月
関
東
大
地
震
）。

一
九
二
八（
昭
和
3
）年　

東
京
府
立
第
二
高
等
女
学
校
を
卒
業
。

女
子
英
学
塾（
現
津
田
塾
大
学
）に
入
学
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一
九
三
一（
昭
和
6
）年　

女
子
英
学
塾
の
北
多
摩
郡
小
平
村（
現

小
平
市
）移
転
の
た
め
寮
に
入
る（
こ
の
頃
岡
村
雅
夫
に
つ

い
て
フ
ル
ー
ト
を
始
め
る
）。

一
九
三
二（
昭
和
7
）年　

女
子
英
語
塾
卒
業
。
昭
和
高
等
女
学
校

（
現
昭
和
女
子
大
附
属
高
校
）で
英
語
を
教
え
る
。

一
九
三
三（
昭
和
8
）年　

昭
和
高
女
を
退
職
。
文
部
省
内
の
聾
教

育
振
興
会
に
勤
務
。

一
九
三
五（
昭
和
10
）年　

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部（
心
理
学
専

攻
）入
学
。

一
九
三
八（
昭
和
13
）年　

東
北
帝
国
大
学
卒
業
。
東
京
文
理
科
大

学
の
無
給
副
手
と
な
る
。

一
九
四
二（
昭
和
17
）年　

東
京
文
理
科
大
学
教
育
相
談
員
。
社
会

教
育
協
会
附
属
教
育
研
究
所
研
究
員
嘱
託
。
東
京
家
庭
学

園
講
師
と
し
て
心
理
学
と
音
楽
を
担
当
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
論
文
、
発
表
論
文
等
の
テ
ー
マ
を
拝

見
す
る
と
、
こ
の
間
の
事
情
が
一
層
よ
く
理
解
さ
れ
る
。

「
音
楽
に
お
け
る
創
作
過
程
の
研
究　

絶
対
音
聴
の
研
究
」、「
女

子
青
年
の
芸
術
に
関
す
る
思
考
傾
向
第
一
報
告
：
音
楽
に
つ

い
て
」、「
絶
対
音
聴
養
成
の
実
験
報
告
」、「
個
性
の
問
題
」、

「Japanese people and m
usic : a view

 on the relation 

betw
een Japanese people and the m

inor m
ode

」

　

こ
こ
で
は
詳
し
い
こ
と
は
省
略
し
た
が
、
樋
口
先
生
の
音
楽
家
と

し
て
の
才
能
、
造
詣
の
深
さ
は
非
凡
な
も
の
が
あ
っ
た
。
加
え
て
、

先
生
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
学
生
時
代
は
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
ご
経
歴
の
中
に
散
見
さ

れ
る
。

白
梅
学
園
の
教
育
理
念
の
萌
芽
と
確
立

　

樋
口
先
生
は
、
家
庭
学
園
の
講
師
を
勤
め
る
傍
ら
、
一
九
四
二
年

か
ら
四
三
年
に
か
け
て
は
協
会
附
属
教
育
研
究
所
の
研
究
員
の
一
人

と
し
て
、「
勤
労
青
年
と
家
庭
教
育
の
研
究
」、「
戦
時
下
の
社
会
教

育
│
特
に
勤
労
青
少
年
の
教
育
」を
担
当
し
、研
究
を
進
め
て
い
た
。

し
か
し
、
一
九
四
四
年
四
月
に
は
決
戦
非
常
措
置
要
項
な
る
も
の
の

発
布
に
よ
り
、
東
京
家
庭
学
園
の
授
業
は
一
時
休
止
さ
れ
、
勤
労
女

子
青
年
練
成
所
が
強
化
さ
れ
、
指
導
部
及
心
理
学
部
が
開
設
、
教
育

研
究
所
の
研
究
も
一
時
休
止
と
な
っ
た
。「
大
東
亜
戦
局
の
愈
々
熾

烈
と
な
る
に
及
び
政
府
に
於
け
る
決
戦
非
常
措
置
要
項
の
決
定
に
よ

り
、
学
園
も
ま
た
こ
れ
に
即
応
し
、
こ
の
一
年
を
決
戦
的
新
施
設
に

転
換
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り
従
来
の
学
園
精
神
が
主

流
と
な
っ
て
新
施
設
の
中
に
継
承
さ
る
べ
き
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
」と
い
う
一
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
学
園
精
神
は
、

今
も
な
お
白
梅
学
園
の
中
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
学
園
精
神
と
同
じ
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も
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
は
樋
口
先
生
の
中
に
生
き
続
け
、
白
梅
学

園
中
に
根
を
下
ろ
し
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
る
と
私

は
、
当
時
の
方
々
の
複
雑
な
胸
の
中
が
思
い
や
ら
れ
る
と
同
時
に
、

歴
史
の
重
さ
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、私
た
ち
は
、戦
時
下
に
加
え
ら
れ
た
統
制
、東
京
大
空
襲
、

戦
後
の
困
難
を
経
て
、
東
京
家
庭
学
園
が
白
梅
学
園
へ
と
発
展
し
て

い
く
中
に
、
樋
口
愛
子
先
生
の
多
大
な
功
績
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

　

終
戦
の
年
、
一
九
四
五
年
、
小
松
謙
助
氏
は
社
会
教
育
協
会
の
理

事
長
に
就
任
、
翌
一
九
四
六
年
に
附
属
東
京
家
庭
学
園
の
再
建
が
実

現
し
た
。
そ
の
事
業
報
告
に
は
、「
昭
和
二
一
年
四
月
二
五
日
、
付

属
東
京
家
庭
学
園
は
、
戦
災
に
よ
る
教
育
資
料
の
欠
乏
、
施
設
の
不

備
を
克
服
し
て
開
校
、
多
数
の
志
望
者
よ
り
一
〇
二
名
の
入
校
式
を

行
い
、
遠
方
よ
り
の
生
徒
に
は
若
葉
寮
を
設
け
て
、
学
業
お
よ
び
生

活
の
実
際
指
導
を
行
っ
て
、
新
時
代
に
即
し
た
訓
育
、
お
よ
び
科
学

教
育
を
施
し
、
見
学
実
験
特
殊
行
事
を
加
味
し
て
民
主
日
本
の
家
庭

婦
人
と
し
て
遺
憾
な
い
教
養
を
与
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
」と

書
か
れ
、
心
理
学
界
草
分
け
で
あ
る
田
中
寛
一
氏
を
始
め
と
し
、
そ

う
そ
う
た
る
教
授
陣
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
樋
口
先
生

の
右
腕
と
し
て
、
さ
ら
に
は
白
梅
学
園
の
思
想
的
中
心
と
し
て
本
学

を
支
え
て
こ
ら
れ
た
田
中
未
来（
文
学
概
論
・
国
文
学
）の
お
名
前
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

田
中
未
来
先
生
は
後
に
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
の
一
貫
教
育
の

構
想
が
小
松
謙
助
氏
か
ら
樋
口
愛
子
先
生
に
受
け
継
が
れ
た
念
願
で

あ
っ
た
こ
と
を『
樋
口
先
生
追
悼
録
』の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
貫
教
育
へ
の
道
の
り
と
教
育
理
念
の
継
続

一
九
四
二（
昭
和
17
）年　

東
京
家
庭
学
園
創
立
設
立

一
九
五
〇（
昭
和
25
）年　

東
京
家
庭
学
園
付
属
白
梅
幼
稚
園
創
立

一
九
五
三（
昭
和
28
）年　

四
月　

白
梅
保
母
学
園
創
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
二
月　

学
校
法
人
白
梅
学
園
設
立
認

可

一
九
五
五（
昭
和
30
）年　

白
梅
保
母
学
園
を
白
梅
学
園
保
育
科
と

改
称

一
九
五
七（
昭
和
32
）年　

白
梅
学
園
短
期
大
学
設
立　

保
育
科
第

Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
設
置
認
可

一
九
六
一（
昭
和
36
）年　

心
理
技
術
科
第
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部　

専
攻
科

保
育
専
攻
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
開
設

一
九
六
四（
昭
和
39
）年　

一
月　

杉
並
区
馬
橋
4
丁
目
よ
り
、
小

平
市
小
川
町
一
丁
目
に
校
舎
移
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月　

白
梅
学
園
高
等
学
校
開
設

一
九
六
六（
昭
和
41
）年　

教
養
科
開
設

一
九
八
一（
昭
和
56
）年　

白
梅
保
育
園
開
園

一
九
八
七（
昭
和
62
）年　

保
育
科
第
Ⅱ
部
、心
理
技
術
科
第
Ⅱ
部
、
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保
育
科
保
育
専
攻
第
Ⅱ
部
募
集
停
止　

短
期
大
学
専
攻
科
保
育
専
攻
第
Ⅰ
部
開

設

一
九
八
九（
昭
和
64
）年　

短
期
大
学
専
攻
科
福
祉
専
攻
開
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
理
技
術
科
を
心
理
学
科
に
科
名
変
更

一
九
九
三（
平
成
5
）年　

短
期
大
学
Ⅱ
部
の
廃
止

一
九
九
八（
平
成
10
）年　

専
攻
か
保
育
専
攻
一
年
課
程
廃
止
、
二

年
課
程
開
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
祉
援
助
学
科
開
設

二
〇
〇
五（
平
成
17
）年　

白
梅
学
園
大
学（
子
ど
も
学
部
子
ど
も

学
科
）設
立

二
〇
〇
六（
平
成
18
）年　

教
養
科
、
専
攻
科
保
育
専
攻
廃
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
梅
学
園
清
修
中
学
校
開
設

二
〇
〇
八（
平
成
20
）年　

七
月　

白
梅
学
園
大
学
子
ど
も
学
部
発

達
臨
床
学
科
届
出
済

　

こ
れ
が
白
梅
学
園
の
短
期
大
学
を
中
心
と
し
た
、
今
日
ま
で
の
学

科
等
の
存
廃
の
流
れ
で
あ
る
。
樋
口
愛
子
先
生
は
杉
並
、
つ
い
で
は

小
平
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
取
得
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
た
。
と
り
わ
け

杉
並
キ
ャ
ン
パ
ス
は
国
有
地
で
あ
っ
た
た
め
、
財
政
的
に
も
厳
し
い

状
況
で
あ
っ
た
社
会
教
育
協
会
へ
の
貸
し
付
け
や
払
い
下
げ
に
は
非

常
な
困
難
が
予
想
さ
れ
た
。
し
か
し
、
占
領
下
に
あ
っ
た
そ
の
当
時

に
、
子
女
の
ピ
ア
ノ
教
育
を
通
じ
て
親
交
が
あ
り
、
そ
の
教
育
理
念

に
も
共
鳴
し
て
い
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
軍
政
部
高
官
の「
ミ
ス
・
小
松
の
よ
う

な
立
派
な
教
育
者
が
経
営
す
る
学
校
に
貸
す
よ
う
に
」の
強
力
な
指

示
に
よ
り
新
校
地
を
獲
得
で
き
た
と
き
く
。
樋
口
先
生
は
一
九
六
八

年
に
短
期
大
学
の
学
長
に
就
任
さ
れ
、
一
九
七
三
年
に
は
理
事
長
に

就
任
さ
れ
る
と
い
う
二
つ
の
重
責
を
担
わ
れ
、そ
の
中
で
病
を
得
て
、

一
九
七
四
年
一
〇
月
に
逝
去
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
敢
え
て
今

日
ま
で
の
学
園
の
歴
史
を
取
り
上
げ
た
。
樋
口
先
生
ら
の
理
念
が
今

日
ま
で
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。

　

樋
口
先
生
の
教
育
活
動
と
そ
の
理
念
を
誰
よ
り
も
知
悉
し
て
い
ら

し
た
の
は
、
常
に
傍
近
く
に
あ
っ
て
学
長
樋
口
先
生
を
補
佐
し
、
先

生
亡
き
後
の
約
半
年
を
学
長
代
行
に
当
ら
れ
、
一
九
八
三
年
に
は
学

長
に
就
任
さ
れ
た
田
中
未
来
先
生
で
あ
る
。
そ
の
田
中
先
生
も
故
人

と
な
ら
れ
た
。

　
『
樋
口
先
生
追
悼
録
』の
田
中
未
来
先
生
の
か
か
れ
た
こ
と
を
手
が

か
り
と
し
て
、
樋
口
先
生
の
、
特
に
教
育
理
念
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

　

一
九
四
六
年
に
社
会
教
育
協
会
附
属
東
京
家
庭
学
園
の
再
建
に
当

っ
て
、
田
中
先
生
は
、「
こ
の
と
き
小
松
愛
子
主
事
が
苦
心
し
て
打

ち
出
さ
れ
た
目
標
は
、
生
活
の
科
学
化
、
社
会
化
、
お
よ
び
芸
術
化

で
あ
っ
た
。
生
活
の
科
学
化
と
は
、
論
理
的
な
思
考
と
客
観
的
な
視

点
に
立
っ
て
現
実
の
生
活
を
再
建
す
る
こ
と
、生
活
の
社
会
化
と
は
、

他
人
に
対
す
る
人
間
的
な
配
慮
に
は
じ
ま
り
、
環
境
に
適
応
し
つ
つ
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環
境
に
働
き
か
け
て
こ
れ
を
改
善
す
る
こ
と
、
ま
た
生
活
の
芸
術
化

と
は
、
生
活
の
中
に
美
を
発
見
し
、
美
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
る
と

解
釈
さ
れ
る
。ま
た
こ
の
三
つ
の
目
標
は
、ギ
リ
シ
ャ
以
来
の
真
、善
、

美
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
、
簡
潔
な
こ
と
ば
に
含
め
ら
れ
た
高
い

理
念
の
も
と
に
人
間
の
価
値
を
実
現
す
る
教
育
が
再
出
発
し
た
」と

説
明
し
て
お
ら
れ
る
。
つ
け
加
え
る
余
地
の
な
い
、
な
ん
と
も
大
き

く
素
晴
ら
し
い
教
育
目
標
で
あ
る
。
私
の
知
る
樋
口
先
生
は
自
ら
こ

の
教
育
目
標
を
体
現
し
た
人
で
あ
っ
た
。

　

田
中
先
生
に
よ
れ
ば
、
こ
の
教
育
目
標
を
具
現
化
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
、
生
活
の
科
学
化
、
社
会
化
、
芸
術
化
を
具
体
化
し
た
も
の

で
、
家
庭
学
園
と
い
う
名
か
ら
想
像
さ
れ
る
家
政
の
技
術
的
な
科
目

は
少
な
く
、
哲
学
、
心
理
学
、
社
会
学
、
文
学
、
音
楽
、
生
活
科
学

な
ど
の
一
般
教
育
が
重
視
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、そ
の
後
、

戦
後
の
資
格
や
技
術
へ
の
志
向
が
高
ま
る
中
で
、
教
養
を
主
体
と
す

る
学
園
教
育
は
敬
遠
さ
れ
、
生
徒
の
減
少
が
起
こ
っ
た
こ
と
、
そ
の

中
で
、
学
園
の
伝
統
を
何
と
か
守
り
持
ち
こ
た
え
よ
う
と
す
る
努
力

が
な
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
ま
っ
た
く
同

じ
こ
と
を
そ
の
後
私
た
ち
は
身
に
し
み
て
経
験
し
て
き
た
し
、
現
に

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
理
念
に
賛
同
し
な
が
ら
、
先
駆
者
達
た

ち
の
し
た
ほ
ど
の
そ
う
し
た
努
力
を
今
私
た
ち
が
し
て
い
る
か
ど
う

か
、
正
直
な
と
こ
ろ
自
信
が
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
の
五
年
、
紆
余
曲
折
は
あ
り
な
が
ら
、
牧
野
英
一
博
士

を
学
園
長
に
迎
え
る
中
で
、「
人
間
尊
重
の
精
神
」を
踏
ま
え
た
学
園

の
建
学
の
精
神
の
新
た
な
展
開
が
あ
っ
た
。
一
方
、
白
梅
幼
稚
園
の

設
立
を
機
に
、
樋
口
先
生
の
学
園
の
教
育
目
標
で
あ
る「
生
活
の
科

学
化
、
社
会
化
、
芸
術
化
」は
幼
児
に
も
向
け
ら
れ
、「
科
学
性
、
社

会
性
、
芸
術
性
」を
幼
稚
園
の
保
育
方
針
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ

の
目
標
は
今
日
も
な
お
生
き
続
け
て
い
る
。

　

学
園
は
、
樋
口
先
生
の
下
で
、
や
が
て
白
梅
学
園
保
育
科
の
前
身

で
あ
る
白
梅
保
母
学
園
の
開
設
、
白
梅
学
園
短
期
大
学
の
設
立
、
保

育
科
に
加
え
て
心
理
技
術
科
の
開
設
、
教
養
科
の
開
設
、
そ
の
間
に

白
梅
学
園
高
等
学
校
を
開
設
し
た
。
そ
の
後
の
学
園
の
変
遷
と
発
展

は
、
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
樋
口
先
生
を
含
む
多
く
の
先
駆
者

の
先
生
方
の
築
い
た
白
梅
学
園
の
教
育
理
念
と
伝
統
は
、
そ
の
後
に

作
ら
れ
た
新
し
い
学
科
や
大
学
の
中
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

最
後
に

　

私
事
に
な
る
が
、
高
円
寺
の
古
い
建
物
に
白
梅
学
園
短
期
大
学
心

理
技
術
科
の
助
手
と
し
て
就
任
し
た
と
き
、
樋
口
愛
子
先
生
は
心
理

学
科
の
学
科
長
で
あ
り
、
社
会
心
理
学
を
教
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
。
そ
し
て
今
、
本
学
園
の
教
員
の
中
で
、
樋
口
愛
子
先
生
に
接
す

る
こ
と
の
で
き
た
残
り
少
な
い
も
の
の
中
で
最
も
古
い
教
員
が
私
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
今
回
の
執
筆
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
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く
父
小
松
謙
助
氏
を
始
め
と
す
る
多
く
の
白
梅
学
園
の
先
駆
者
た
ち

か
ら
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
を
感
じ
て
い
た
。
そ
れ
が
樋

口
先
生
へ
の
信
頼
感
に
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
を
最
後
に
付
け
加
え

た
い
。

な
っ
た
。

　

ご
子
息
の
秋
夫
さ
ん
、
夏
夫
さ
ん
の
少
年
時
の
姿
を
拝
見
し
た
こ

と
も
あ
り
、
ま
た
心
理
学
科
の
統
計
学
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
て
い

た
ご
父
君
の
順
四
郎
先
生
に
も
お
目
に
か
か
り
、
お
話
を
す
る
機
会

も
あ
っ
た
も
の
の
、
愛
子
先
生
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
あ
ま
り
に

少
な
く
、
先
生
の
追
悼
録
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
終
始

し
た
。

　

い
ま
こ
う
し
て
改
め
て
、
愛
子
先
生
の
ご
経
歴
を
た
ど
ら
せ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
偉
大
さ
、
一
人
の
女
性
が
教
育
者
と
し
て
全
生
活
を

打
ち
込
ん
で
こ
ら
れ
た
真
摯
な
姿
に
新
た
な
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い

る
。と
い
い
な
が
ら
、そ
ん
な
私
の
心
の
う
ち
を「
な
に
い
っ
て
る
の
」

と
い
う
愛
子
先
生
の
笑
顔
が
よ
ぎ
る
。
樋
口
先
生
か
ら
ご
覧
に
な
れ

ば
、
誰
も
が
、
あ
の
田
中
未
来
先
生
で
す
ら
子
ど
も
な
の
で
あ
っ
た

と
思
う
。
学
生
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
教
職
員
に
対
し
て
も
深

い
理
解
と
共
感
を
示
さ
れ
た
。
そ
の
広
い
お
心
を
良
い
こ
と
に
、
私

た
ち（
敢
え
て
私
た
ち
と
い
わ
せ
て
ほ
し
い
）は
愛
子
先
生
の
苦
し
さ

を
十
分
に
理
解
せ
ず
、甘
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
、

先
生
が
健
康
を
害
さ
れ
、
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
に
何
度
と
な
く
心
の

痛
み
を
覚
え
て
き
た
。

　

先
生
の
愛
さ
れ
た
教
養
科
は
す
で
に
な
く
、
今
ま
た
心
理
学
科
が

消
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

私
は
樋
口
先
生
に
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
息
吹
、
そ
れ
は
お
そ
ら
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